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① 決算概要のご報告

② 下期の取り組み

本日の説明内容
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連結 当初計画比 前年比

売上高 ２２８億円 ９８％ １０４％

営業利益 ２１億円 １４１％ １３５％

経常利益 ２１億円 １４５％ １４９％

親会社株主に帰属する

当期純利益

１４億円 １５５％ １５６％

親会社株主に係る

包括利益

１３億円

２０１７.３期Ｑ２ 業績ハイライト <連結>

配当１２円

増収増益

（前年同期11円）

※前年比は、前年分を会計方針の変更後の数値で算出
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２０１６.３期Ｑ２ ２０１７.３期Ｑ２

実績 売上比 実績 売上比

売上高 ２２０億円 - ２２８億円 -

売上原価 １２９億円 ５８.７％ １２８億円 ５６.４％

売上総利益 ９０億円 ４１.３％ ９９億円 ４３.６％

販売管理費 ７４億円 ３３.９％ ７７億円 ３４.１％

営業利益 １６億円 ７.３％ ２１億円 ９.６％

２０１７.３期Ｑ２ 業績ハイライト <連結>

※2016.3期Q2は、新しい会計方針で記載
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カテゴリー 売上高 前年比 構成比

エアケア （消臭芳香剤） １０４億円 １０９％ ４６％

衣類ケア （防虫剤） ５０億円 ９９％ ２２％

サーモケア （カイロ） １０億円 １２４％ ５％

ハンドケア （手 袋） ２３億円 ９９％ １０％

湿気ケア （除湿剤） １８億円 ９１％ ８％

ホームケア （その他） １９億円 １０１％ ９％

合計 ２２８億円 １０４％ １００％

２０１７.３期Ｑ２ 業績ハイライト <カテゴリー別売上高>
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減少要因 増加要因

２０１７.３期Ｑ２ 営業利益の増減要因 <連結>

その他

購買・製造原価等の低減

販売数量増加等による増加

【増加要因】

棚卸評価損・廃棄損等の減少

（単位：百万円）

原材料価格の上昇等

営業利益の増減 前年比５６７百万円増加

【減少要因】

マーケティング費の増加

販売価格引下げによる減少
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エアケア

高単価・高付加価値商品が寄与

(前年比)

市場規模 １０４.９％

エアケア売上高 １０８.８％

（車用含む）
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衣類ケア

防虫剤はシェア５０％超える

（単位：％）
販売金額（前年比）

（出典：SRI）2016.3期2015.3期

マーケットシェア

2016.3期Q2 50.8％

2017.3期Q2 51.3％
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湿気ケア

商品構成見直しで利益率が改善

湿気ケア

＋６％

△９％

売上高

粗利益
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アジア

21%

欧州

38%

米国

29%

その他

12%

10

グローバル強化

海外売上高の推移（連結） 海外売上高の構成比（個別）（単位：億円） （単位：％）
海外は為替の影響

前年比 58％中東は表示改訂に対応。

前年比 90％東欧の芳香剤は好調。

８.９億円

（前年比86%）

前年比 103％手袋・除湿剤が好調。

前年比 81％台湾・タイは堅調。韓国は新規制に対応。

■海外売上高（中間） ■海外売上高（通期） ■海外売上高比率（中間）8
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利益増減の状況 ①

売上原価率が改善

売上原価率

（2017.3期Q2）（2016.3期Q2）

５８．７％ ⇒ ５６．４％
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利益増減の状況 ②

主な要因

① 販売数量増加

による利益増

② 購買、製造原価の低減

「コストカット プロジェクト」

⇒全商品の原価構成を見直し
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① 決算概要のご報告

② 下期の取り組み
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新体制１期 ２期 ３期 ４期目

２０１２年１２月

安倍政権発足

２０１３年３月

株価上昇

２０１４年４月

消費税 増税

２０１６年１月

新興国失速

高収益体制の基盤づくり

振り返り

高収益体制

の基盤

顧客の創造

利益志向経営

へ転換

増収増益 増収減益 増収増益

事業部制
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２０１７.３期の経営戦略

持続的持続的持続的持続的成長成長成長成長へ、舵を切るへ、舵を切るへ、舵を切るへ、舵を切る

高収益体制の構築

新分野、新市場への進出
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高収益体制の構築 ①

国内既存事業 収益盤石化

① ランクアップ戦略

＜高単価・高付加価値商品の育成＞



Copyright © S.T. Corporation. All rights reserved. 17

高収益体制の構築 ②

国内既存事業 収益盤石化

② 商品構成見直し

＜高収益商品へシフト＞
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高収益体制の構築 ③

国内既存事業 収益盤石化

③ コストダウンの取組み

「コストカット プロジェクト」
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絞り込みと集中

より筋肉質な財務体質を構築

商品数の削減・商品の改廃・在庫削減

主力ブランドの強化
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新分野、新市場への進出

中核新製品開発 市場開拓

持続的成長へ将来への種まき

・イノベーション

・アロマの効果・効能

・新しい販売チャネル
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連結 前年比

売上高 ４７４億円 １０６.１％

営業利益 ２８億円 １１９.６％

経常利益 ２６億円 １５３.７％

親会社株主に帰属する

当期純利益

１６億円 １８０.９％

２０１７.３期 計画 <連結>

配当 ２４円予定（前期22円）
*配当性配当性配当性配当性向向向向31.631.631.631.6％％％％

利益志向 通期見込上方修正
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愛される会社を目指して
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がとう・免責文がとう・免責文がとう・免責文がとう・免責文

本日はありがとうございました。

【見通しに関する注意事項】 当資料に記載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、

記載された将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証するものではありません。

エステー株式会社 http://www.st-c.co.jp/


